
東京都医師会定例記者会見
2021年4月13日（火）

１．第４波の入り口にあたってのお願い

２．蔓延防止法適用を考慮した医療提供体制の拡充

３．ワクチン接種体制の現況

４．病院・高齢者施設を守る
定期的検査PCR・抗原検査の実施状況

資料１
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今後の新型コロナウイルス感染症対応の流れ

感染者の急増を防ぐ
＋ ワクチン接種を円滑に進める

６月中

４・５月

医療従事者・高齢者へのワクチン接種完了
→接種終了者の感染予防、重症化予防

７月～
重症患者の減少と更なる医療体制の充実が期待でき、

コロナ対応が新たなステージに進む可能性
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全世代による感染拡大の予防が重要

◎感染急増防止のためには、
N501Y変異株の増加を防ぐことが重要。
* 高齢者のみならず、若い世代への感染拡大・重症化が懸念される。

*

【変異株蔓延の危機】 と、
【高齢者へのワクチン接種開始】 が重なる今こそ、

もう一度新たな気持ちで
全世代都民で蔓延防止に取り組みましょう。
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時短要請によらない新たな飲食店対策

●時短要請から攻めの検査の徹底へ
：地区医師会や行政と連携して繁華街でのモデル事業を計画

●経済界と医療界が協働して
コロナ対策に取り組む

：商工会議所との定期的協議開始（2021.4.2）
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